
 

 
謹

啓
 

皆
様

方
に

は
ま

す
ま

す
ご

清
栄

の
こ

と
と

お
慶

び
申

し
上

げ
ま

す
。

こ
の

度
の

役
員

改
選

に
お

い
て

、

地
縁

団
体

内
膳

町
自

治
会

長
に

推
挙

い
た

だ
き

ま
し

た
。

最
初

に
前

会
長

梅

村
信

嘉
様

の
二

年
間

の
ご

尽
力

に
感

謝
申

し
上

げ
ま

す
。

 

地
域

の
こ

と
は

地
域

で
知

恵
を

出

し
合

い
、

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

て
行

く

事
が

自
治

会
の

基
本

的
な

考
え

で
す

。

こ
れ

か
ら

も
開

か
れ

た
自

治
会

運
営

と

共
に

、
内

膳
町

に
生

ま
れ

育
て

て
い

た
だ

い
た

私
と

し
て

、
住

民
相

互
の

連
携

、
明

る
く

住
み

よ
い

町
づ

く
り

に
努

め
て

ま

い
り

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

皆
様

方
の

積
極

な
ご

参
加

と
、

御
支

援
、

ご
協

力
を

お
願

い
申

し
上

げ
て

ご
挨

拶
と

さ
せ

て

い
た

だ
き

ま
す

。
 

地
縁

団
体

 
内

膳
町

自
治

会
 

 

会
 

長
 

 
上

田
 

剛
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詳しくは晩成小学校まで

TEL 22-6121 

FAX 22-6122 

受
け
て
、
自
治
会
で
予
定
し
て
い
た
同

計
画
を
中
止
し
、
自
治
委
員
会
に
委
ね

ま
し
た
。
」
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
従
い
、
今
後
、
市
と
の
協
議
は

自
治
委
員
会
( 代
表
＝
杉
井
喜
代
秀
氏
)

が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
会
で
は

既
に
市
の
危
機
管
理
課
と
打
合
せ
を

行
い
、

26年
度
分
と
し
て

2丁
目
分

54基
の
申
請
を
済
ま
せ
て
い
ま
す
。
 

 
 

 

く
り
を
目
指
す
た
め
に
平
成
23年

( 堀
本
会
長
＝
当
時
) か
ら
三
年
計
画

で
始
ま
っ
た
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
事

業
が
完
了
。
現
在

21基
の
カ
メ
ラ
が

地
域
の
安
全
を
見
守
る
た
め
稼
働
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
八
木
駅
前
交
番

の
協
力
を
得
て
月
一
回
夜
間
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
」
と
活

動
の
具
体
例
を
挨
拶
の
中
で
述
べ
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
来
賓
の
市
議
会

平成 26 年度通常総会

 

議事 

 

(第 1 号議案) 

平成 25年度事業報告

(第 2 号議案) 

平成 25年度収支決算報告

平成 25年度監査報告

(第 3 号議案) 

平成 26年度役員改選（案）

(第 4 号議案) 

平成 26年度事業報告

(第 5 号議案) 

平成 26年度収支予算

 

は
橿
原
市
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

( ※
別
掲
) や
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
要

項
、
今
年
度
の
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
辰
巳
自
治
委
員
副
部
会
長
か
ら
は
飛

鳥
川
提
の
清
掃
、
草
刈
り
へ
の
参
加
、
協

力
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
自

治
会
か
ら
自
治
委
員
会
に
会
報
の
配
布

や
イ
ベ
ン
ト
事
業
( 春
、
秋
ま
つ
り
) へ
の

協
力
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
 

ご
 
挨

 
拶

 

 
謹

啓
 

皆
様

方
に

は
ま

す
ま

す
ご

こ
れ

か
ら

も
開

か
れ

た
自

治
会

運
営

と




詳しくは晩成小学校まで 

 

 

録
署
名
人

2名
を
指
名
し
議
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。
橋
本
議
長
か
ら
指
名
を

受
け
た
各
担
当
役
員
が
議
案
書
に
沿
っ

て
内
容
を
説
明
。
平
成

25年
度
事
業
報

告
、
会
計
報
告
、
同

26年
事
業
( 案

) な
ら
び
に
収
支
予
算
( 案

) は
い
ず
れ
も
原

案
通
り
承
認
。
ま
た
梅
村
会
長
の
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
は
、
理
事
会
が

推
薦
し
た
上
田
剛
氏
が
満
場
一
致
で
会

長
に
選
任
 

し
ま
し
た
。
 

防
犯

灯
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
は

橿
原

市
が

施
行
・
自
治
委
員
が
窓
口
に
 

 

6月

7日
に
開
か
れ
た
地
縁
団
体

内
膳
町
自
治
会
の
役
員
、
部
会
員
合
同

会
議
に
お
い
て
、
淵
田
副
会
長
か
ら

「
橿
原
市
が
平
成

26年
度
か
ら

4年

計
画
で
市
の
全
域
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

を
設
置
す
る
計
画
を
発
表
し
た
の
を

受
け
て
、
自
治
会
で
予
定
し
て
い
た
同

町
自
治
会
通
常
総
会
は

月
25

日
( 日

) 午
後
一
時

30分
か
ら
す
み

れ
ホ
ー
ル
で

72人
が
出
席
し
て

開
か
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
提
出

さ
れ
た
議
案
＝
別
掲
＝
の
審
議
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
役
員
改
選
で
は
、
上

田
剛
氏
が
新
し
く
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
 

1,030

1,102

と
司
会
の
田
中
副
会
長
が
資
格
審
査

を
読
み
上
げ
通
常
総
会
の
成
立
を
宣

言
し
ま
し
た
。
会
の
冒
頭
、
梅
村
会

長
は
「
築

14年
を
経
過
し
経
年
に
よ

る
劣
化
が
現
れ
て
き
た
会

館
を

点
検

し
、

電
気

系
統
や

水
回
り
な

ど
の

修

繕
を
行
っ
た
他
、

利
用

者
の
要

望
に

応
え
全

館
の
ト
イ

レ
を

使
い

勝
手
の

良
い
洋
式
に
改
装
し
ま
し
た
。
一
方
、

安
全
で
安

心
し
て

暮
ら
せ
る
ま

ち
づ

く
り
を
目
指
す
た
め
に
平
成
23年

年度通常総会 

年度事業報告 

年度収支決算報告 

年度監査報告 

年度役員改選（案）

年度事業報告(案) 

年度収支予算(案) 

介
が
行
わ
れ
た
後
、
各

専
門
部
会
か
ら
現

況
と

26年
度
の
方
針
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
福
井
財
産
管
理
運

営
部
会
長
は
今
年

度
に
行
う

修
繕
の
内

訳
( す
み
れ

ホ
ー
ル

屋
上
防
水

工
事
、

4Ｆ
ホ
ー
ル
の
空

調
工

事
な

ど
) 並
び
に

主
な

購
入

品
( 事

務
用

品
、
防

災
用

備
蓄

品
他
) を
項
目

ご
と
に

説
明
。
続
い
て
淵
田
副
会
長
は
安

心
安
全

環
境
部
会
か
ら
の
報
告
と
し
て
、
自
治
会

で
計
画
し
て
い
た
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

は
橿
原
市
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

財産管理運営部会

部会長 福井 

副部会長 下田 

部会員 井上 

 〃  松井 

 〃  平岡 

 〃  小林 

 〃  桶谷 

 

自治委員部会 

部会長 杉井喜代秀

副部会長 辰巳 

部会員 嶋本 

 〃  米田 

 〃  渕脇 

 〃  岡本 

 〃  端無慎太郎

 〃  川本 

 〃  大前 

 〃  植村千代子

 〃  平山 

 〃  波戸 

 〃  廣嶋 

 〃  井上 

 

安心安全環境部会

部会長 渕田 

副部会長 神所 

部会員 髙林 

 〃  橋本 

 〃  上田 

 〃  井上 

 〃  浦野 

 

議
員

・
杉
井

康
夫
氏
、
地
縁
団
体
の
員

外
監
査
人

・
打

谷
久

義
氏
の

両
氏
か
ら

挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
後
、
会
場

内
か
ら
一
任
を
受
け
た
田
中
副
会
長
が

橋
本
安

男
氏
を
議
長
に
指
名
。
同
氏
が

議
長
席
に

着
き
、
書
記

2名
及
び
議
事

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
尚
、
質
疑
応

答
の
中
で
、
町
の

利
益
に
繋
が
る
資
産

運
用
を
望

む
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
前

年
同
様
「
議
案
書
」
が
事
前
に
各

家
庭

に
配
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
議
事
は

円

滑
に

進
み
、

2時

50分
総
会
は

終
了

平
成

26年
度
地
縁
団
体
内
膳

町
自
治
会
通
常
総
会
は

5月
25

 

内膳町 

《第21号》

地縁団体内膳町自治会

会報編集委員会

平成 26年 6月発行

 
定
刻
の
一
時

30分
「
本
人

出
席

72

人
、
委
任

状

1,030人
、
計

1,102人
で
す
」

平
成

26年
度

 
地

縁
団

体
 
内

膳
町

自
治

会
役

員
名

簿
 
 

会 長 上田 剛 

副会長 渕田 昌彦 

 〃  武嶋 誠二 

会 計 福井 喜房 

 〃  下田 吉美 

理 事 田中 眞幸 

 〃  神所 孝 

 〃  浦野 真二 

 〃  井上 吉夫 

 〃  橋本 安男 

 〃  杉井喜代秀 

 〃  松井 広視 

 〃  今里 昌樹 

 〃  髙林 利亘 

 〃  大谷 明雄 

監 査 森澤 一 

員外監査 打谷 久義 

相談役 杉井 康夫 

顧 問 田中 博 

顧 問 梅村 信嘉 

 

（敬称略） 

 地
縁
団
体
内
膳
町
自
治
会
 

 
 
 
役
員
会
、
部
会
合
同
会
議
 

  
自
治
会
役
員
と
部
会
員
に
よ
る
合
同

会
議
が

6月

7日
( 土

)

19時
か
ら
す
み

れ
ホ
ー
ル

4階
会
議

室
で

27人
が

出
席

し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
冒
頭
の
挨
拶
の
中

で
上
田
会
長
は
「
財
産
管
理
を
適

正
に
行

い
つ
つ
、
皆
様
の
力
添

え
を
い
た

だ
き
住

み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
出
席
者
の
自
己
紹

介
が
行
わ
れ
た
後
、
各

専
門
部
会
か
ら
現

財産管理運営部会 

 喜房 

 吉美 

 吉夫 

 広視 

 才治 

 正雄 

 充廣 

 

杉井喜代秀 

 操司 

 隆央 

 充宏 

 徳秋 

 光司 

端無慎太郎 

 博久 

 永子 

植村千代子 

 貫也 

 種久 

 勝雄 

 喜夫 

安心安全環境部会 

 昌彦 

 孝 

 利亘 

 安男 

 清司 

 稔 

 真二 

通
常

総
会

に

72人
 

上
田

剛
氏

が
会

長
に

就
任

 

 

》 

会 

会報編集委員会 

月発行 

平
成

26年
度

 
地

縁
団

体
 
内

膳
町

自
治

会
役

員
名

簿
 
 

地
縁
団
体
内
膳
町
自
治
会
 



 

湯湯 湯湯
っ

た
り

っ
た

り
っ

た
り

っ
た

り
「「 「「

山
中

温
泉

山
中

温
泉

山
中

温
泉

山
中

温
泉

」」 」」
へへ へへ

癒癒 癒癒
し

の
し

の
し

の
し

の
旅旅 旅旅

    

恒 例 ！ 善 寿 会 一 泊 旅 行  

地蔵盆のお知らせ 7 月 23 日 
 
子

供
の

健
や

か
な
成

長
を

願

う
お
祭
り
「
地

蔵
盆
」
が

7月
23日

( 水
) お

地
蔵

さ
ん

が
祀

ら

れ
て

い
る

大
師

堂
の
敷

地
内

で

行
わ
れ
ま

す
。
当
日
は

午
前

11

時
か

ら
諦

聴
寺

の
ご
住

職
に

お

経
を
あ
げ

て
頂
き

ま
す

。
 

 
お

地
蔵

さ
ん

は
内
膳

池
が

あ

っ
た

当
時

は
池

の
南
西

角
地

に

祀
ら

れ
、

ご
近

所
の
皆

さ
ん

が

お
世

話
さ

れ
て

い
ま
し

た
。

近

鉄
八

木
駅

南
側

の
整
備

事
業

が

始
め
ら
れ

る
際
に

、
移

転
問
題
 

 

飛
鳥
川
を

清
掃
／

６
月

15日
 

 

 

 

内膳大師堂 

 
  

 

 

石川県航空博物館にて 

3 階和室の半分を洋室化しました 

が
世

話
人

の
方

と
自

治
会

で
話

し
合
わ
れ

ま
し
た

。
そ

の
結
果
、

地
域

発
展

の
た

め
と

い
う

こ
と

で
、
世

話
人
会

が
移
転

に
同
意
、

現
在

の
場

所
で

祀
ら

れ
る

事
に

な
っ

た
も

の
で

す
。

そ
し

て
そ

の
際

に
内

膳
町

自
治

会
が

地
蔵

尊
の

管
理

を
引

き
継

ぎ
、

今
日

に
至

っ
て

い
ま

す
。

当
日

は
子

供
さ

ん
に

は
お

土
産

を
用

意
し

て
い

ま
す

。
お

気
軽

に
お

立
ち

寄
り

下
さ

い
ま

す
よ

う
案

内
申

し
上
げ
ま

す
。
( 午

前

11時
～
午

後

5時
ま
で
) 

 
飛
鳥
川

堤
防
の

清
掃

、
草
刈
り

が

6月

15日
( 日

) に
行

わ
れ

ま

し
た
。
前

回
草
が

刈
り

取
ら
れ
た

の
は
、
桜
の
季

節
を
前

に
し
た

3

月

15日
。

あ
れ

か
ら

3ヶ
月

。

伸
び

に
伸

び
た

草
の

つ
る

が
提

に
は
い
だ

し
、
道

幅
を

狭
く
感
じ

さ
せ
て
い

ま
し
た

。
 

年

3度
行

わ
れ

る
草

刈
り

の

中
で
は
、
こ
の
月

の
作

業
が
一
番

手
ご
た
え

が
あ
り

ま
す

。
こ
の
日

の
参
加
者

は
自
治

委
員

ら

37人
。

午
前

8時
過

ぎ
か

ら
持

ち
場

に

分
か
れ
約

一
時
間

、
放

棄
さ
れ
た

缶
や

ご
み

の
収

集
と

雑
草

の
刈

り
取
り
に

汗
を
流

し
ま

し
た
。
梅

雨
時
だ
け

に
、
雨

が
降

っ
て
足
場

が

悪
く

な
る

の
が

心
配

さ
れ

て
い

ま

し
た
が
、
天
気
に

恵
ま

れ
順
調
に

は

か
ど
り
ま

し
た

。

9時
過
ぎ
に
作

業

終
了
。
お

疲
れ
さ

ま
で

し
た
。
 

少人数の集りにご利用ください 

 
内

膳
町

防
災

会
で

は

5月

31日

( 土
) 役

員
会

を
開

き
、

平
成

26年
度

の
活

動
を

決
定

し
ま

し
た

。
今

回
で

三
回

目
と

な
る

総
合

防
災

訓
練

「
防

災
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

」
は

11月
頃

、

全
地

域
に

参
加

を
呼

び
掛

け
て

行
わ

れ
ま

す
。

ま
た

今
年

2月
、

橿
原

安
心
パ
ー
ク

で
受
講

し
た
「
防
災
学
習

」

は
今

年
度

も
来

年

2月
( 内

容
未

定
)

に
予

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

そ
の

他
、

役
員

の
主

な
活

動
と

し
て

防
災

備
品

の
点

検
(

6月
) 、

晩
成

校
区

合
同

の

草
刈

り
、

八
木

防
災

倉
庫

の
器
具

点
検
(

7月
) 、
愛
宕

祭
模
擬
店

の
出
店

(

8月
) 晩

成
校

区
防

災
合

同
訓

練
へ

の
参

加
(

12月
) 、

自
治

会
と

の
合

同
に

よ
る

町
内
夜

間
パ
ト
ロ

ー
ル
( 毎

月
) な

ど
を
打
ち
合

わ
せ

ま
し
た
。
 

防
災

会
・
年

度
活

動
決

定
 

 
善

寿
会

恒
例

の
一

泊
旅

行

は

5月

19日
・

20日
、

23人

が
参
加
、
名

湯
と
し

て
知
ら
れ

る
北

陸
加

賀
温

泉
郷

の
一

角

を
な
す
「

山
中
温

泉
」
へ
の
旅

を
楽
し
み

ま
し
た

。
 
 

 
午

前

8時
好

天
の

八
木

駅
を
出

発
。
休
憩

を
挟

ん
で

午
後

2時
ご
ろ
石

川
県

に
入

り
ま

し
た

。
最
初

に
訪

れ
た
石

川
県
航
空
博
物
館

で
は
、
小
型

飛
行
機

か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
機
ま

で
、

展
示

さ
れ

て
い

る
い
ろ

ん
な
航
空
機

を
見

て

回
り

ま
し

た
。

そ
れ

に
し

て
も
隣
接

す
る
航

空
自
衛
隊
小
松
基

地
か

ら
ご

う
音

を
残

し
て

飛
び

立
っ

た
戦
闘
機

が
、

ま
た

た
く

間
に
視

界
か

ら
消

え
去

っ
て

い
く

、
そ

の
圧
巻

の
ス

ピ
ー
ド

に
は

し
ば

し
目

を
奪

わ
れ

ま
し

た
。

ラ
イ
ト
兄
弟
の
初

飛
行
（

1903年
）
か

ら

111年
。

飛
行
機

は
こ

こ
ま

で
進

ん
だ

の
か
！

と
、

今

更
な

が
ら
〝

20世
紀

の
凄

さ
〟

を
痛

感
さ

せ

ら
れ
た
一

こ
ま
で

し
た

。
 

 
宿
泊

地
「
山

中
温
泉

」
は
俳

人
芭
蕉

が
有

馬
、
草
津
と

と
も
に
扶
桑
( 日
本
を
指
し
ま

す
)

三
名
湯

と
褒

め
称

え
た
温
泉

で
す

。
泊

ま
り

は
創

業
130年

「
お
風
呂

自
慢

」
を
謳

う
「
翠

明
」
。
大
型
連
休
後

と
あ

っ
て
宿
泊
客
は
少

な

め
、
静

か
な
雰
囲
気
が

一
行
を
出
迎
え

て
く
れ
ま

し
た

。
早
々

と
旅
装
を
解
い

て
湯
船

に
ど

っ
ぷ

り
つ

か
り
体

の
芯

ま
で
癒
さ

れ
ま
し

た
。
来
年
春
に
北
陸

新
幹
線
の

開
業
が

予
定

さ
れ
、
観
光
客

の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
北
陸
路

。
人
影

も
ま
ば

ら
な
湯
船

で
ゆ

っ
た

り
温
泉

を
味
わ
え

る
の
は

ま
さ

し
く
「

今
で
し

ょ
！
」
の
言
葉
が
ぴ
っ

た
り
で
し

た
。
 

 
二

日
目

は
午

前

8時

40分
に
宿

を

出
発
。
車
中
か

ら
加
賀

平
野
に
広

が
る

一
面

の
麦
畑

を
眺

め
な

が
ら
北
陸
路

を
観
光

。
途
中
油
あ
げ

の
有
名
店

や
蒲

鉾
専
門
店

を
訪
ね

お
土

産
を
買

い
求

め
ま
し
た

。
雨

の
降
る

こ
と
が
多

い
こ

の
地

方
の
格
言
＝
弁

当
忘

れ
て

も
傘

忘
れ

る
な
＝

も
日

頃
の

心
が

け
に
免

じ
て

こ
の
二

日
間

は
外

れ
て

く
れ

ま

し
た

。
大
型

バ
ス

で
座
席

は
ゆ

っ
た

り
、
山

中
温
泉

に
湯
っ

た
り
の
楽

し
い

旅
に
な
り

ま
し
た

。
 

 
す

み
れ
ホ

ー
ル

を
会
議

や
趣
味

の
教

室
と

し
て
使

用
さ

れ
る
件
数

が
増

え
て

い
ま
す
。
平

成

25年
度
は

156.5万
( 前

年
比

116％
) の

収
入

が
あ
り

ま
し

た
。
部
屋

の
 

中
で
最

も
多

く
使

用
さ

れ
る

の
は
シ

ク
ラ
メ
ン
Ｂ
室
(

4階
洋
室
・
定

員

24

人
・
一

時
間

900円
・
内

膳
町
民

400円
)

で
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
講
座
、
大
正

琴
、
山
村
御
流
( 華

道
) 、

パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
教
室

な
ど

が
定
期
的

に
催

さ
れ

て

い
ま
す

。
今
後

も
こ
の
傾
向
が
続

く
と

考
え

ら
れ

る
た

め
( 人
数

や
内

容
に

よ

っ
て
) 効
率
的

に
利

用
頂

け
る

よ
う

に
、

こ
の

た
び
使

用
頻

度
の
少

な
い

3階
の
和
室
(

20畳
) の
半

分
に
カ

ー

ペ
ッ
ト
を

敷
き

、
テ
ー
ブ
ル
と
椅

子
を

置
い
て
洋
室
仕
様
( 約

10畳
・

10人
用
)

に
し
ま
し

た
。
＝
写
真
＝
 

 
使

用
料
金

は

一時
間

600円
( 内

膳

町
民
は

300円
) で

す
。
尚

、
簡
単
な
模

様
替

え
で

す
の

で
必
要

な
場

合
は
元

の
和
室
に
戻
す
こ

と
が

で
き
ま
す

。
 

昨年の地蔵盆 

提は草が刈り取られてすっきりしました 


